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[主張]　町洞聯盟常會

　精 (せい)動 (どう)聯 (れん)盟 (めい)の朝 (てう)鮮 (せん)における實 (じつ)績 (せき)は誠 (まこと)に目 (め)醒 (ざ)ましいものがあるのであるが、その最 (もつと)も重 (じう)要 (よう)なる活 (くわつ)動 (どう)の一つが、毎月一日興 (こう)亞 (あ)奉公 (ほうこう)日の町 (てう)洞 (どう)聯 (れん)盟 (めい)常 (ぜう)會 (くわい)であること無 (む)論 (ろん)である。町 (てう)洞 (どう)民 (みん)がこの日の早 (そう)朝 (てう)一つの塲 (ば)所 (しよ)に集 (あつ)まつて、國 (こく)旗 (き)掲 (けい)揚 (よう)、宮 (きう)城 (じやう)遥 (よう)拝 (はい)、祈 (き)願 (ぐわん)默 (もく)禱 (とう)、詔 (せう)書 (しよ)奉 (ほう)讀 (どく)、申 (まうし)合等 (とう)をなすことは、實 (じつ)に國 (こく)民 (みん)的 (てき)修 (しう)練 (れん)と生 (せい)活 (くわつ)改 (かい)善 (ぜん)、時 (じ)局 (きよく)認 (にん)識 (しき)のため絶 (ぜつ)好 (こう)の行 (ぎやう)事 (じ)である。
　ところが、この際 (さい)もつと引 (ひ)き締 (しめ)なければならないことがある。それは、常 (ぜう)會 (くわい)には必 (かなら)ず戸 (こ)主 (しゆ)が出 (しゆつ)席 (せき)することだ。その家 (か)庭 (てい)に於 (お)いて指 (し)導 (どう)、命 (めい)令 (れい)權 (けん)をもつた戸 (こ)主 (しゆ)が出 (しゆつ)席 (せき)してこそ所 (しよ)期 (き)の目 (もく)的 (てき)が達 (たつ)せられるべきである。しかるに實 (じつ)際 (さい)の狀 (ぜう)況 (きやう)を見 (み)れば、子 (こ)供 (ども)、女 (じよ)中 (ちう)、下 (げ)男 (なん)等 (とう)に名 (めい)刺 (し)を持 (も)たせて代 (だい)理 (り)出 (しゅつ)席 (せき)をさせるものが相當 (そうとう)多 (おほ)いやうであり、しかも、かゝる感心 (かんしん)すべからざる心 (こころ)掛 (がげ)をもつたものは知 (ち)識 (しき)的 (てき)にも、財 (ざい)産 (さん)的 (てき)からも中 (ちう)流 (りう)以 (い)上 (じやう)のものに多 (おほ)いやうである。かゝることは單 (たん)に彼 (かれ)等自 (じ)身 (しん)の害 (がい)となるのみならず一般 (ぱん)に惡 (あく)影 (えい)響 (きやう)を及 (およ)ぼすことが少 (すく)なくない。眞 (しん)に知 (ち)識 (しき)階 (かい)級 (きう)であり、中 (ちう)流 (りう)以 (い)上 (じやう)ならば、反 (かへつ)て率 (そつ)先 (せん)して、常 (ぜう)會 (くわい)に出 (しゆつ)席 (せき)し、他 (た)の者 (もの)に範 (はん)を垂 (た)るべきである。彼 (かれ)等 (ら)が、何 (なに)かの宴 (えん)會 (くわい)、または見 (けん)物 (ぶつ)の塲 (ば)所 (しよ)にも女 (じよ)中 (ちう)、下 (げ)男 (なん)、小僧 (ぞう)等 (とう)を代 (だい)理 (り)に出 (だ)さねばならぬ已 (や)むを得 (え)ざる事 (じ)情 (ぜう)にあるとすれば別 (べつ)だ。
　次に、節 (せつ)約 (やく)、貯 (ちよ)蓄 (ちく)、保 (ほ)健 (けん)など生 (せい)活 (くわつ)改 (かい)善 (ぜん)のための行 (ぎやう)事 (じ)の殆 (ほと)んど大 (だい)部 (ぶ)分 (ぶん)は主 (しゆ)婦 (ふ)の手 (て)に係 (かか)つてゐる。何 (な)んとかして、主 (しゆ)婦 (ふ)の常 (ぜう)會 (くわい)、を月一回 (くわい)位 (くらい)催 (もよお)してはどんなものだらうか。毎 (まい)月一日が戸 (こ)主 (しゆ)の爲 (ため)の常 (ぜう)會 (くわい)ならば毎 (まい)月十五日あたりを主 (しゆ)婦 (ふ)の常 (ぜう)會 (くわい)として、主 (しゆ)婦 (ふ)は早 (そう)朝 (てう)の外 (がい)出 (しゆつ)は出來 (でき)ない事 (じ)情 (ぜう)にあるだらうから、夕 (ゆう)食 (しよく)後 (ご)などの時 (じ)間 (かん)を選 (えら)んで集 (しう)合 (ごう)し、もつと打 (うち)砕 (くだ)けた申 (まおし)合 (あ)はせや、趣 (しゆ)味 (み)講 (こう)演 (えん)の一つ位 (くらい)聞 (き)かせても好 (よ)いと思 (おも)ふし、映 (えい)畵 (ぐわ)、紙 (かみ)芝 (しば)居 (い)など見 (み)せたら尚 (なほ)結 (けつ)構 (こう)だらうと思 (おも)ふ。精 (せい)動 (どう)當 (とう)局 (きよく)者 (しや)の一考 (こう)を煩 (わずら)はしたいものである。
　かやうに町 (てう)洞 (どう)内 (ない)の戸 (こ)主 (しゆ)と主 (しゆ)婦 (ふ)とが月一回 (くわい)集 (あつ)まるとすれば、集 (あつ)まることだけですでに大 (たい)した効 (かう)果 (くわ)がある譯 (わけ)だ。戸 (こ)主 (しゆ)出 (い)でよ、主 (しゆ)婦 (ふ)出 (い)でよ、は必 (かな)らず勵 (れい)行して欲 (ほ)しいものだ。
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